
教職課程教 育 にお けるキ ャリア支援 の試 み
一 「奈良大学教職学習会」の活動を通して一

教養部 教職担当 中 戸 義 雄

1は じめに

教職課程教育の第一の目的は教員を養成することである。 しか しなが ら、教員養成学部

ではない一般大学の教職課程の場合、教職に就 くことを一義的な目的 としない学生 も多い。

彼 らの場合、多 くは資格取得とい う目的で、あるいは保護者か らの勧めなどによって受講

している。 こういった教員志望ではない学生 をも対象 とした教職課程教育の意義について

は、私が担当する教職課程の授業実践を検討することで、「大人学 としての可能性」につい

て指摘 したことがあるゆ。

とくに奈良大学(以 下本学)の 場合、その規模 に比 して教職課程履修者数が多い。教員

養成学部をもたない一般大学の場合、教員免許を取得する割合は10%程 度であるが、本学

では多い年では20%を 越える学生が教員免許を取得 している。そのことの是非については

一つの検討課題であるが
、 とりわけ問題 なのは教員を目指す学生がかえって少数派となり

かねないということである(本 学の場合、例年免許取得者が100人 前後であるのに対 して、

教員採用試験を受けるのは30人 程度である)。 そこで本稿では、教職 を目指す学生たちへ

の授業外でのキャリア支援 と位置づけられる 「奈良大学教職学習会」の活動を振 り返 り、

今後の課題についても検討 していきたい。

2教 職 学 習 会 始 動

(1)第1期 学習会

2004年11月 、教職課程 の授業 を受講 する3年 次 の学生が2人 、私 の研究室 を訪 ねて きた。

彼 らがや って来 た 目的 は、 自分 たちは来年教員採用 試験 を受 ける予 定で、個別 に学 習 は進

めてい るが、それ だけでは不安 もあ るので力 を貸 してほ しい とい う相談であ った。私 は こ

の年 の4月 に本学 に着任 し、初めて担 当す る授 業 も多 くあ り、その準備 や新 しい環境 に適

応す るこ とな どで時間的 ・体力 的に も決 して楽 とはい えない状 況 にあ った。 しか しまた同

時 に、教 職課程担 当者 と して、教職志望 者 に対 して授 業以外で のサポー トが で きないか と

考 えていたの も事実 である。本 学の教職課程 で は、私が着任 す る数年以上 前か ら公立 中高
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校の採 用試験 合格者は現 役では出ていない とい う、教職志望者 に とっては厳 しい現実が あっ

た。そ こで彼 らに、サ ポー トの具体的内容 について は今後検 討す るが、可 能 な範囲で の協

力 は行 うことを約束 した。 そ して、後期試験 を終 えた年 明けか ら 「教職 学習会」 をス ター

トさせ る こと とし、私 は授 業 などを通 して呼びか けるので、彼 らには採 用試験 を受 ける他

の学生へ もこの学習 会に参加 を促す ように依頼 した。 第1期 学習 会の 日程 は以下 の通 りで

ある(な お、以下 にあげ る各期 の 日程 表 には、教育実 習以前 に実施 され た学習 会のみ を表

示 した。 カッコ内はデ ィス カッシ ョンのテーマ を表 す)。

学習会 日程(2005/1/31～)

回 数 日 付 学 習 会 内容 ・デ ィス カ ッ シ ョンテ ー マ

第1回 1月31日 学習 会趣 旨説 明 ・各 自の 自己プ レゼ ンテー シ ョン

第2回 2月14日 「インター ネッ トの特性 を生 か した指導 について」

第3回 2月21日 「不登校」

第4回 2月28日 「習熟度別授業」

第5回 3月7日 「い じめ問題」

第6回 3月14日 「国語力」

第7回 3月22日 「小学校への英語導入について」

第8回 3月28日 「ゆ と り教育」

第9回 4月4日 「国歌 ・国旗 について」

第10回 4月16日 「学校の安全管理」

第11回 5月7日 「子 どもの体力低下の原因」

第12回 5月14日 「教 師像 につ いて」

第1回 目の学習会は2005年1月31〕 に開催。会場である教養部共同研究室に集 まった

学生は15名 。私が担当したこの学年の授業は社会科教育関連科 目だけであったことも影響

してか、史学科、地理学科、文化財学科の学生はいたが、中高国語の免許取得が可能な国

文学科、高校情報の免許を取得可能な現代社会学科(2010年 度より社会調査学科 に改組)

の学生は皆無であった(た だし、情報での採用者数が極めて少数であるため、現代社会学

科の履修生は毎年数人程度)。

学習会は教育に関するテ0マ のデ ィスカッシ ョンを教育実習に入る5月 ごろまで行い、
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実習 を終 えて筆記 試験 を中心 とす る一次試験 の後、二次試験実 施の前 にそれぞれの受験予

定府 県 に沿 った対応 を考 える とい う方針の説 明 を行 う。そ の後 、教職 志望の理 由 を含む 自

己プ レゼ ンテ0シ ョンを各 自3分 程度行 い、それぞ れの プ レゼ ンに対 して私が コメ ン トを

出 して1回 目は終 了 した。 ところで、2回 目以 降の学習 会 をなぜ デ ィス カ ッシ ョン中心 と

したか。それ には次の ような理由 を挙げ るこ とがで きる。

① デ ィスカ ッシ ョンを通 して 自分の考 えを相手 に伝 え、相手 の考 えを受 け とめ るとい う

コミュニケーシ ョン能力 の向上 をはかる こと。

②教員 を 目指す にあたって教育 に関す る知見 を広 げる こと。

③上記 の ことを通 して教 員採用試験 の際 に実施 され る個 人 ・集 団面接 、集団討論 、小論

文 などへの対応力 をつ けること。

採用試験 に直結す るの は③ とい えるが、将 来教 員 となった場 合 に生徒 や他 の 同僚、 そ し

て保護者 な ど多 くの 人たち とコ ミュニ ケーシ ョンを とる立場 になる彼 らに とって、 と りわ

け① が重要 だ と考 えたか らであ る。具体的 な方法 としては、各回の担 当者 が 『最新教 育キー

ワー ド』(時 事通信出版局)に 掲載 され てい るキーワ0ド な どを参考 に しなが ら、 自分 の関

心の あるテーマ を設定す る。そ して、A4用 紙2～3枚 程度 の レジュメを作 成 し、そ れを

もとに担 当者が20分 程度内容説明 ・議題提 案 を行い、出席者全員でその テーマ につ いての

デ ィス カ ッシ ョンを行 う とい う形式 であ った。最 初は思いつ きの意 見や たんなる感想 も多

く、話 がかみ合 わず に沈黙が長 く続 くこと も稀 では なか った。 一方で私 は、 自分 の発言が

「正 しい答」 と受 け取 られた り、議論 の妨 げになる ことを避け るため、途 中で 口を挟 むこ と

をで きるだけ避 けていた。

その後 、司会者 を決 め、反対 にせ よ賛成 にせ よ、他者 の意見 にか かわ らせ る形 で 自分 の

考 えを述べ るように促 してい くと、 回数 を重 ね るうちにお互いの距離 が縮 まって来 た こと

とも相 まって、少 しずつ議論 が進 むよ うにな って きた。早急 に何 らか の結論 を出す こ とが

重要 なのではな く、他者の見解 に触 れ るこ とで視 野 を広 げ、それぞれ のテーマ に対す る認

識 を深め てい くきっかけ となる ことがデ ィスカ ッシ ョンの 目的で もあ る。時 間的 には通常

90分 前後、 テーマに よっては2時 間 を越 えるこ ともあ った。 デ ィスカ ッシ ョン後 は教職教

養 を中心 と した ミニテス トを担当者 を決めて 出題 し合い、答 え合わせ を しなが ら確認 す る

時 間を20～30分 程度設定 し、学習会全体で は毎 回2時 間強 であった。

一13



日程表 に もある ように、教育 実習期 間が始 まる5月 半 ばで学 習会 は一旦休 止 し、一次試

験後 の二次試験 へ向 けた再 開 を約束 した。 しか し、結果 的に学 習会 メ ンバ ー に一次合格者

は出ず、11月 に学習会総括 を行い、懇親 会な どその後 メ ンバーが集 まる機 会は散発 的にあっ

た ものの実質的 な活動 は終了。

第1期 メンバーの進路 は、小 学校講 師(臨 時免許状 に よる もの)、 塾 講師(正 職員)、 小

学校 な どの教員免許取得の ため他大学(通 信課程)進 学 、一般 企業へ の就 職 などであ った。

(2)第2期 学習 会

学習会 日程(2006/1/21～)

回 数 日 付 学 習 会 内容 ・デ ィス カ ッ シ ョンテ ー マ

第1回 1月21日 各自の 自己プ レゼ ンテーシ ョン

第2回 1月25日 「ブ インラ ン ドの教育制度」

第3回 2月8日 「い じめ」

第4回 2月13日 「教育へ の民 間参 人につ いて」

第5回 2月20日 「フ リー ター とニ ー ト」

第6回 2月27日 「総合的な学習の時間」

第7回 3月13日 「小中高における奉仕活動 について」

第8回 3月27日 「ダブル スクール現象」

第9回 4月3日 「学級崩壊 について」

第10回 4月!5日 「イ ン ター ナ シ ョナ ル ・ス クー ル」

第11回 4月22日 「生.き る力 につ い て」

第12同 5月6日 「日の丸 、君が代 につい て」

第13回 5月13日 学習指導案相互批評

第2期 の学習会 第1回 は1月21日 に開催。集 まった学生 は14名 。 この学年 か らは教職

を履修 す る全学生が私 の担 当授 業 を受講 するためか、 出身学科 も受講者数 が ご く少数 であ

る現代社 会学科 を除 く文学 部の全4学 科 の学 生がそ ろった。学 習会 開始 の アナ ウ ンスは私

の担 当授 業 を中心 に実施 した。第2期 の学 習会は基本的 に第1期 の ス タイルを踏襲 し、初

回 に各 自の プレゼ ンテー シ ョンを行 い、その後 デ ィス カッシ ョンを重ね る形 となった。 だ

が、教 育実習が近づ くにつれて学習 会 メンバ ーか ら実 習授 業へ の不安 の声が大 き くなって
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きた。模擬授 業な ど授 業実施へ の準備 は 「教育 実習指導」等 の実習授業 や各個 人での対応

を促 していたが、せ っか く実習予定者 が集 まってい るの だか ら、せめて準備 を してい る学

習指導案 を持 ち寄 って相互 に検討 しようとい うことにな り、 日程表 にあ る第13回 目の内容

となったのである。

また、学 習会の 中盤 頃には こん なこ とがあ った。 ある一人の メ ンバ0が 私 に 「個 人的な

話 しが ある」 とい うので聞いてみ る と、以下 の ような内容 を伝 えて きた。学 習会 と並行 し

て行 って いた就職 活動で希望す る企業か ら採用予 定の知 らせ をもらい、教員採用 試験 を受

けず にそ こに就職 を しよう と考 えてい る。た だ、学 習会 と くにデ ィス カ ッシ ョンへ の参加

は継続 したいが、他 の メンバ0の モテ ィベ0シ ョンに悪 い影響 を与えては 申 し訳 ないので、

当面 はその ことを公表 しないで参加 し続 けたい との ことであ った。 もちろん、教員へ の道

がすべ て と考 えてい るわけではないので許可 を したが、 デ ィス カ ッシ ョンの もつ意味 の大

きさを実感 させ られた出来事 であった。

第2期 も残念 なが ら一次試験合格 者は出 なかった。た だ し、 メンバ ーの 中か ら2人 が教

育学 系、教 科専 門系 の大学院への進学 を目指す こ とにな り、その時点 で彼女 たちに十分 な

学力 がある とは言 い難 い状 態であ ったので、外国語(英 語)と 教育学系科 目の指導 を夏期

休業期 間か ら年明けの受験期 に至 るまで継続的 に行 った。

第2期 メンバ0の 進路 は公立高校講師、塾講師(正 職員)、 大学院進学(教 育学系 、歴 史

学系)、 一般企業へ の就職 な どであった。

3学 習 会 活 動 の 活 発化

(1)第3期 学習会

学習会 日程(2006/12/16～)

回 数 日 付 学習会 内容 ・デ ィス カッシ ョンテ0マ

第1回 12月16日 自己 プレゼ ンテー シ ョン

第2同 1月13日 「2学 期制 について」

第3回 2月14日 「給食 ・食育 について」

第4回 2月19日 「ゆ とり教育 について」

第5回 2月26日 「心 の教育 につ いて」

第6回 3月5日 「中高一貫教育 につ いて」

第7回 3月12日 「しつ けにつ いて」
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第8回 3月17日 「居場 所 について」

第9回 3月19日 「国語教科書の思想』を読む(1)

第10回 3月26日 「夜 間中学 について」

第11回 4月4日 『国語教科書の思想』を読む(2)

第12回 4月14日 模擬授業3名

第13回 4月21日 模擬授業3名

第!4回 5月7日 模擬授業3名

第15回 5月12日 模擬授業3名

第16回 5月17日 模擬授業3名

第17回 5月19日 「学 力テス トについて」

第3期 の学習 会は第2期 まで と比べ て多 くの点 で変化がみ られ、それ以降 に続 く学習会

の基本的 なモデル となった学年 とい えるだろ う。学 習会開始 のアナ ウンスは私 が担 当授 業

で行 うと同時に、それ だけで は不十分 とも考 え られたので、就職課(現 キャ リアセンター)

の応援 を得て、事 前 に説明会 を開催 し、告知 ポス ター も作 って掲示 して もらうこ とになった。

第1回 目の学習 会は12月16日 に開催。 集 まった学生 は9名 であ った。事前 の準備 に もか

か わ らず これ まで よ りも少 ない人数で のス ター トとなったが、2回 目以 降は参加 人数が増

えて例年並 み となった。 この第3期 で はい くつかの新 しい試 みが取 り入れ られ、活動が活

発化 してい く。

まず一つ 目は第1回 の時期 ・内容であ る。これまでは年 明け、後期試験後 のス ター トであっ

たが 、それを約… ケ月前倒 しで実施す ることで冬休み以降の学習へ の奮起 を促 した。そ して、

これ まで3分 間であ った 自己 プ レゼ ンテー シ ョンを1分 間に短縮 した。 これは実 際の採 用

試験で 自己プ レゼ ンの際 に3分 の時間が与 え られ るこ とはほぼ皆無 であ り、多 くは1分 、

府県 によって は30秒 しか ない とい う現実 に対応 させ るためであ る。 また、 この回には在学

中の2期 生や近 隣に住 んでいた既卒の1期 生 か らも参加があ り(計7名)、3期 生の プ レゼ

ンに対 して自分 たちの経験 を生か したコメン トを出 して くれてい た。

そ して二つ 目は、 これ まで実 施 して こなかった模擬授 業 を本 格的 に学習 会活動 として取

り入れた ことであ る。前項 で も述べ たよ うに、授 業実施へ の準 備 につい ては実 習授 業や各

個 人での対応 を促 していたが、実際の授 業形式 に沿 った形 での準 備が不十分 であ り、実践

力 を向上 させ るため にも模擬授 業 を行 うこととな った。その期 間を確保す るためデ ィスカ ッ
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シ ョンを中心 と した学習 会 を3月 末 まで にほぼ終了 させ 、新年度 となる4月 以降 は主 と し

て模 擬授 業 に当てた。模 擬授 業 は各 自が準備 した学習指導案 に基づ き、実習予 定範囲の授

業 を行 う。実 際の授 業 は50分 である ことが多いが、30～40人 の生徒 を相手 にす る実際の

授業 との 人数 の違 いな ども考慮 して模擬授業 では45分 とする。他 の メンバーは生徒 役 と し

て参加 し、授業後 に授 業者 と意見交換 を行 う。 これは15分 程度 の予定 であったが、 さまざ

まな意見が交わ され30分 を越 えるこ とも多か った。模擬授業 の後半 頃には、放送研究 会に

所属す るメ ンバーがサ ー クルの ビデ オ機材 を持 ち込み、模擬授 業の様子 を撮 影 し、 ビデオ

に して本 人があ とか ら映像 を見る ことが で きる ように して くれた こともあ った。

三つ 目は読書会。 テーマ を各 自が設定 す るデ ィス カ ッシ ョンも重 要だが、 同 じテキ ス ト

を読 み、その内容や疑 問点 につい て議論 す るこ とは面 白 く、 また意味 があ る と彼 らに話 し

た ことが あった。それ を学習会 に取 り入れ ようと したのが 、番外 編 と もいえる第9回 目 と

第11回 目に示 されている内容。 国語教育 のみな らず、教育全般 にも関わ る内容 ともいえる

とい うこ とで石原千秋 『国語教科書 の思想』(ち くま新書)を 取 り上 げた。

今 回は じめて一次試験 合格者(兵 庫県 中学社会)が 出た。 ただ し、その後の対応 は時期

的 な問題 もあ って学習 会 と して は不十分 な ままに終 わ り、結果的 に二次試験 の突破 は適 わ

なか った。また、大 阪府 の高校地理歴 史 を受験 した学 生が、受験 者115人 中6位 の成績 であ っ

た に もか かわ らず、一次試験 さえ合格 しない(一 次 通過 は5位 まで)と い う厳 しい現実 に

も直面 した(た だ し、この メンバー はその後2年 間の非常勤講 師を経 て採用試験 に合格 し、

現在 は大 阪府立高校 で 日本 史担 当教員 として勤務 している)。

第3期 メ ンバーの進路 は、公立 中学 ・高校講 師、私立高校講師、塾講師(正 職員)、 他大

学教 員養成学部へ の編 入学、一般企 業への就職 な ど。 この3期 生 は特 に結束 力が強 く、第

4期 学 習会へ の参加 は もとよ り、卒業の際 には自分 たちで学習会の 「卒業記念DVD」 な ど

の作成 も行 っていた。

(2)第4期 学習会

学習会 日程(2007/12/22～)

回 数 日 付 学 習 会 内容 ・デ ィス カ ッシ ョン テ ーマ

第1回 12月22日 各 自の 自己 プ レゼ ンテーシ ョン

第2回 1月12日 「薬物汚染」

第3回 2月8日 「夜スペ シャルー 杉並区立和E日中学校の取 り組 み一」
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第4回 2月15日 「活字離 れにつ いて」

第5回 2月22日 「デジ タルデバ イ ド」

第6回 2月29日 「学校選択制 につ いて」

第7回 3月12日 「児童虐待 について」

第8回 3月24日 「習熟度別学習について」

第9回 3月31日 「生 きる力」

第10回 4月12日 「魅力ある授業とは」

第11回 4月19日 「食育 について」

第12回 4月26日 模擬授業3名

第13回 5月10日 模擬授業3名

第14回 5月17日 季莫擬授業3名

第15回 5月24日 模擬授業2名

第16回 8月28日 模擬授業1名

第4期 第!回 目の学習 会は12月22日 に開催 。当LJの 参加 者は19名 であ り、各 自1分 間

の プレゼ ンで はあったが、それぞ れに対 して 先輩 たちか らの ア ドバ イスや指摘が あったの

で長時間 に及ぶ ことに なった。学習 会の活動内容 は第3期 の ス タイル をほぼ踏襲 し、合計

10回 のデ ィスカ ッシ ョンの後 、模擬 授業へ と移行 した。第16回 が夏休 み期 間 に実施 され

ているのは秋 か らの後期期 間に教育実習 を行 うメンバーが いたためである。

第3期 に続 き…次試験 合格者(群 馬 県中学国語)が 出 たが 、二次試験 突破 はな らず。た

だ し4期 生 は採用試験 終了後 も、卒業 までの期 間、読 書会(姜 尚中 『悩 む力』集英社新書

など)や 模擬授業 を繰 り返 し、教 員 と しての能力 向上 に努め ていた。採 用試験後 の活動 に

関 して は、仕事上 の都 合 もあ り、私 が関与す る割 合は結 果的 に少なか ったが 、そ うい った

点か らみて4期 生 は 自主性 を⊥分 に発揮 していた といえるだろ う。

第4期 メンバーの進路 は 、公立 中学 ・高校講 師、塾講 師(正 職 員)、 大 学院進学(教 育学

系)な ど。
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4学 習 会 活 動 の 結 実

(1)第5期 学習会

学習会 日程(2008/12/20～)

回 数 日 付 学習会内容 ・デ ィスカ ッシ ョンテ0マ

第1回 12月20日 各 自の 自己プ レゼ ンテー シ ョン

第2回 1月10日 「ケー タイ校 内禁止令」

第3回 2月9日 「ゆとり教育 と詰め込み教育」

第4回 2月16日 「いの ちの教育 につい て」

第5回 2月23日 「部活動 について」

第6回 3月2日 「ゼ ロ トレランス とい う生徒 指導法」

第7回 3月11日 「個性重視の教育」

第8回 3月17日 「伝統 と文化に関する教育について」

第9回 3月26日 模擬授業3名

第10回 4月6日 模擬授業3名

第11回 4月13日 模擬授業2名

第12回 4月25日 模擬授業2名

第13回 4月27日 模擬授業2名

第!4回 5月9日 模擬授業2名

第15回 5月16日 模擬授業2名

第5期 第1回 目の学習会 は12月20日 に開催 。17人 が参加。これ まで よ りデ ィスカ ッシ ョ

ンの回数 を減 らし、全体 の半分の7回 を模擬授 業 に当てた内容 とな った。 また、模擬授 業

の様子 を本人が視聴 で きる ように、 ビデオ カメラを研 究費で購 入 し、 日程 表 にあるすべ て

の模擬授 業 を収 録 した。 その後 にDVD化 して各 人に渡 し、 自分でそ の映像 をチ ェ ックす

るように指示 を した。模擬授業実施 後 に行 う生徒 役の参加 メンバー との意 見交換 も、 その

後 の授 業改善 には大 きな意味 を もつ が、実際 に 自分の 目で確 かめる こ とで しか解 らない部

分 も多いか らで ある。

自分の模擬授 業映像 を見 たメ ンバ0か らは異 口同音 に 「45分 間がす ご く苦痛 だった」「自

分 の姿 か ら何 度 も目を逸 ら して しまった」 とい った感想 が返 って きた。 私 自身、大学授業

研 究の一環 として 自分が行 った授 業の映像 を見た こ とが あるので彼 らの気持 ちは非常 によ
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くわかる。 しか し、「その 自分 の授業 を、実習先 の生徒 に受 けて もらうわけや ろ。 ま して採

用後 は 自分の担 当す る生徒 に一年 を通 して受 けて もらうこ とになるんやか ら、いやで も自

分 でそれを直視す る責任 はあるはず」 と言 うと彼 らは黙 って苦 笑 して しまうのだが…・

この年 は2名 が一次 試験 を通過 。同 じ時期 に採 用試験 を受 ける学 習会の既卒 メンバー も

参加 し、面接や集団討論の練習 を教育実習後の6月 か ら7月 にかけて繰 り返 した・その結果・

現役 メンバーが群馬県高校 地理 歴史、愛知 県中学社 会の二次試験 を突破 し、学習 会初の現役

合格 を果 た した。 と くに群馬 県の採用試験 に通 った メンバーの場 合、彼 は第2回 の学習会

で携帯電話 をテーマ に取 り上げ たが 、それが まさに採用 試験 の集団討論 ・面接 にお いて出

題 され、学 習会での議論 も踏 まえなが ら自信 を持 って望 む ことがで きた とのこ とであった。

第5期 メ ンバ ーの進路 は、公立 中学 ・高校教諭 、小学校児童支援 講師、公立 中学 ・高校講

師、私立高校講 師、大学 院進学(教 育学 系)、 博物館 職員 など。

(2)第6期 学習会

学習会 日程(2009/12/19～)

回 数 日 付 学 習 会 内 容 ・デ ィス カ ッシ ョ ンテ ー マ

第1回 !2月19日 各 自の 自己プ レゼ ンテー シ ョン(1)

第2回 2月1日 各 自の 自己 プレゼ ンテー シ ョン(2)

第3回 2月8日 「公立学校の無償化について」

第4回 2月15日 「愛国心教育 と社会科必修問題」

第5回 2月22日 「子 ど もの体力 ・運動能力低下 につ いて」

第6回 3月1日 「飲酒等の問題行動に対する指導について」

第7回 3月8日 「学校現場でのいじめに対する指導について」

第8回 3月15日 「情報 モ ラル教育 につ いて」

第9同 3月22日 「総合的な学習の時間のあ り方と現状 について」

第10回 4月10日 模擬授業4名

第11回 4月17日 模擬授業3名

第12回 4月24日 模擬授業3名

第13回 5月8日 模擬授業3名

第14回 5月15日 模擬授業3名

第15回 5月22日 模擬授業3名
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第6期 第1回 目の学習会は12月19日 に開催。

ただ しこの時は参加者が30人 を越 え、プレゼン

テーシ ョンを2回 に分けることになった。その

ため模擬i授業期 間も長 く確保する必要があ り、

結果的にディスカッションの回数 を十分に重ね

ることが困難であった。

また、この年の5月 から教養部に「資格資料室」

が設置 された。 これは教職資格 と司書資格 との

合同で、関連資料を集め、 さらには学生の自主

的な学習の場 としても資す る目的で設置された

ものである。教養部教員の理解の下、そ して学

生支援センター(教 務担当)の 協力 も得ながら、

学習環境の整備 という以前か らの要望が一つ実

現 されることになった。採用試験 に向けての学

習 をは じめ とする教職課程履修学生の学びの支

援の一助 となりつつあ り、とくに学習会メンバー

は採用試験後 もこの資料室で自主的な読書会 を

繰 り返 し実施 していた。

鰹

L撫

藩
・畢

教養部 「資格資料室」

、
讃 麟

/警1

磯1

この年 は4名 が一次試験 を通過。前年 同様 、個 人面接 や集団討論 の練 習 を重 ねた。残念

なが ら全員 合格 とはな らなか ったが、 この うち2名 が京都府 中学国語、奈 良県 中学 国語 の

二次試験 を突破 し、前年度 に引 き続 き現役 メ ンバーが合格 を果た した。

第6期 メ ンバーの進路 は、公立 中学教諭 、私立 中学 ・高校講師、大学院進学(教 育学系)、

一般企業へ の就職 な ど
。

ここで一つ書 き記 してお きたいこ とが ある。昨年 の2月 に第6期 メ ンバ ーの一 人か ら「折

り入 って話があ る」 と連絡 があ った。 がんが見つ か り、進行 性の ものであ る とい う。治療

のために休 学 を決め、 その後 一時 は模擬授業 に顔 を出せ る程 の小康状態 を保 った。周 囲 も

回復 への期待 を持 ち続 けていたが、夏以降 に体調 を崩 し、12月 には帰 らぬ 人 となって しまっ

た・彼 は大変個性豊 かで、教師 に適 した資質 を備 えてい る人物 であ った。 闘病 の最 中 も希

望 を失 ってはいなか ったが、体調が悪化 した際 にふ と 「教 師 にな りたか ったなあ」 とい う

言葉 を漏 らした とい う。学習会 メ ンバ ーに とって も私 に とって も悔 しく辛い経験であ った。
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5今 後 の課題 と展望

学習会日程(2010/12/18～)

回 数 日 付 学習会内容 ・デ イス カッシ ョンテ ーマ

第1回 12月18日 各 自の 自己プ レゼ ンテーシ ョン

第2回 2月1日 「支援の必要な生徒 について」

第3回 2月8日 「い じめ について」

第4回 2月14日 「学校 と親」

第5回 2月21日 「学校選択制」

第6回 2月28日 「ゼロ トレラ ンスにつ いて」

第7回 3月7日 「学級崩壊」

第8回 3月14日 「道徳教育について」

第9回 3月22日 「同和 問題 について」

第10回 3月25日 模擬授業3名

第11回 3月28日 模擬授業2名

マ
・羅

灘
灘
榊
麟

/
虞

昨年 の12月 か らは第7期 の学習会 が

ス ター トしてい る。 第1回 目の参 加 者

は14名 であ った。3月 末 まで の年度 内

懸 に行 われた内容 は上記の とお りであ り、

デ ィス カ ッシ ョンに続 いてす で に模 擬i

授 業 も行 われ てい る。

「高校 日本史」模擬授業

最後に教職学習会の成果と問題点とを整理 し、今後の課題 を明らかにしておきたい・

①教員就職者の増加 …90年 代の後半から10年 以上にわたって本学では教員採用試験に現

役合格するものは皆無であった。また、既卒者を含めてもその数はごくわずかであった・

この学習会においてもす ぐに目に見えた結果 を出すことはで きなかったが、2009年 度卒

業の5期 生、そ して続 く6期 生 において複数の現役合格者 を出すことがで きた。また、

この時期以降に既卒者の合格 も続 き、学習会出身で公立学校の正教員は現時点で11名 を

数える(2011年 度か らの採用者 を含む)。公 ・私立の中学校 ・高等学校での専任 ・非常
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勤講師や塾 ・専 門学校の講師(正 職員)を 含め る と40名 以上 のメ ンバ ーがす でに教職 に

就 いて いる。 これは彼 ら自身の努 力の結果 であ るこ とはい うまで もないが、その プロセ

スで学習会 における さまざまな活動 や人 間関係 が大 きな力 とな った とい うのが彼 ら自身

の評価 である。

② メンバ0相 互 の交流 …1期 生 は当然の こ となが ら直接 の先輩 はい なか ったが、 第2期

以 降、4年 生 と3年 生 あるいは教職 について いる卒業生 と現役 メ ンバ ー とのかか わ りが

徐 々に形作 られ て きた。 関西 圏在住の卒業生 がデ ィスカ ッシ ョンや模擬授 業あ るいは懇

親会 な どに顔 を出 してア ドバ イス をす る一方 で、全国で教職 に就 いて いる卒 業生が失敗

談 も含 めた 自分たちの経験 や情報 をメールのや り取 りや掲示板 などを通 して伝 えている。

学生 にとっては、 自分 た ちの先輩 で もあ る現役教 員か ら学ぶ こ とは非常 に大 きな意 味が

あ り、現役教 員 に とっては、ホーム グラ ウン ドと もいえる教 職学習会 での後輩 た ちの活

動 は初心 を思 い起 こさせ て くれ る刺激 となっている ようである。

③ デ ィスカ ッシ ョンと模擬授 業 とのバ ラ ンス … 第3期 以 降、デ ィス カッシ ョンと並 ぶ学習

会活動 の柱 と して模擬授業が取 り入れ られた。授 業実践力 が教 師の最大 の課題 であ る と

いえ るこ とか ら考 えて も、 これは重 要 な活動 だろ う(そ の意味 で、模 擬授業 を実施す る

こ とがで きなか った第1期 、第2期 の メンバ ーへ の対 応は不十分 であ った といわ ざる を

得 ない)。 とくに最近 は参加者が増加 し、 また目の前 に迫 った教育実習へ の不安 もあ って

模 擬授業 の回数 を増やす傾 向 にあ る。 その結 果 と して、デ ィス カ ッシ ョンの回数が これ

まで と比べ て少 な くなっている。教育 に関する さまざ まなテーマ につ いて考察 し、他 の

メンバ ー と意 見 を交わす こ とは、教 員 に とって必 要 な思考力 や コ ミュニ ケー シ ョンカ を

養 うことにつ なが ってい く。その機 会が少 な くなって しまった現状 に どう対応 してい く

か は検討課題 とい える。第4期 以 降 に始 まった 自主的 な読書 会 をさらに本格化 させて い

くことは、 この課題 に対す る一つ の鍵 となる可能性 があるだろ う。

④参加 の継続 の問題 … すでに確認 した ように、年度 によって多少のば らつ きはあ る ものの

本学で は毎年30人 前後の学生が教員採用試験 を受験 する。第3期 か ら行 ってい る学習会

の説 明会に も採 用試験受験 予定の大半 が出席 を し、その うち7～8割 の学生が 第1回 目

の学習会 に参加 す る。 しか しなが ら、教育実 習後の採用試験 が行 われる7月 頃 まで継続

的 に学習会 に参加 し続 ける者 は半 数程度 である。 クラブやアルバ イ トな どが多忙 で出席

で きない、1～2回 サボ って しまい参加 しづ ら くな ったな どそれぞれ に理 由はあ り、 こ

ち らか ら可能 な範 囲で声 をか ける こともあ るが 、 これはあ くまで も自主的 な学習 会であ
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り強制すべ きもので もない。 では、学習会 に顔 を出 さな くな った学生 たちは どう してい

るのか。 た とえば、京都市教 育委員会が実施 してい る 「京都教 師塾」 な どへの参加や教

員採 用試験 のための予備校 、あ るい は 自主的な学習会 な どの機会 を得 て準 備 を進めて い

るのであれば問題 はない(私 との相性 も当然 あるだろ うし)。 しか し、そ ういった例 はご

く少数で、個 人で は対応 が困難 なデ ィス カ ッシ ョンや模擬授 業 、集 団面接 や場面指導 な

どへの準備 も⊥分 には行 わない まま、多 くが試験へ と臨んでいる ようだ。その結果 として、

本学で の昨年度 お よび今年度 の採 用試験現役 合格者 はすべ て学 習会へ参加 し続 けた者 で

あ り、最近 の既 卒の合格者 もほ とん どが 同様 であ った。 そ うい う点か らも、学習 会へ の

参加 を継続 させ る工夫 をメンバー とともに考えてい く必 要があ るだ ろう。

⑤ 自主的組織運営 …1期 生.が学習 会を立 ち1__げ、3期 生が模擬授業 を開始 し、それぞれの

学 年 ごとに活動上 の⊥ 夫 を重 ねて きてい る。 そ うする こ とで 、ある程度の 方法論が学 習

会の 中で積 み上 げ られて きた。 この こと自体 は大 い に評仙 で きる。 しか しその反面、期

を重ね るにつ れて 「教 職学習 会に入れば何かや って くれ るだろ う」 と受動的 に考 える傾

向が現 れて きた ように感 じている。学習 会 を主宰 しているのは形式 的には私(中 戸)だ が、

当然 のこ となが ら中心 となって進めてい くのは教 員 を[指 す 各 メンバ ーでなければ なら

ない。 あ くまで私 はその環境 を整 える役割 を担 って いるに過 ぎない。 これに関 して は②

で も述べ た ように、 先輩 たちか らの指導 を含めた 自主 的な学 習会運営が進 め られてい く

ように見守 りつづ ける こ とが必 要で あろ う2。 また、教員 となった メ ンバー同⊥ の交流

や 自主的 な相互研修 も互いの支え となるはず である。

以上 、学習 会の成果 と問題点 、そ して今後 の課題 につ いて述べ て きた。 しか しなが ら、

教職 を目指 す学生 に とって まず基礎 となるべ きは教職 課程 の カリキュラムであ る。その意

味 か らも自分 の授 業実践 を振 り返 り3、 他大学 の教 職課程で の意欲 的 な実践事例1な ども参

考 に しなが ら、私 自身が担 当す る教職課程 の授 業研究、 そ して授 業改善 を進 めてい く必要

があるはこ というまで もない。

また、教 職課程の正規 の カリキュラムでは ない教職学 習会 を運営 してい くこ とは、正直

なところ私 に とって時間的 に も労力 的 にもか な りの負担 であ る。 しか し同時 に、そ れぞれ

が教 師へそ して大 人へ と成長 してい く彼 らの姿が私 に与 えて くれる ものは大 きい。小 中高

の現場で教壇 に立 つ彼 らの考 えや行動 か らは、 同 じ教 師 と して刺激 を与 えられ る ことも少

な くない。教職学習 会での活動 を通 して、周 囲の人 たちの力 も借 りなが ら5、 今後 も彼 ら

の伴走者で あ り続 けることがで きれ ばと願 ってい る。
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